








はじめに 

 広島県身障者リハビリテーションセンターに言語外来が開設されたのは,昭和 55 年 4 月

である。 

 当施設を訪れる言語障害児は年々増加しており,その症状も多様である。それらの原因は,

重複した障害を有する言語障害児が少くないために診断し難いうえ,分類法に統一された

ものがないので言語治療上困難な問題が生じやすい。 

 著者達は,訪れた言語障害児の分類を試みそれらの問題点を検討した。 


